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ハザードマップとは？

⾝近な河川を調べよう

「ハザードマップ」
を知っていますか？

ハザードマップには、⽔につかると予想される場所が

深さごとに⾊分けして描かれています。また、崖崩れ

などに注意しなくてはならない場所など区分していま

す。更に避難所の位置や避難する時のポイントなど、

いざ！というときに備えるための情報が⽰されていま

す。洪⽔の時に⾃分の家や学校が⽔につかるかどうか

ひと⽬で分かります。

家や学校にどのような危険があるかを知ったら、家か

ら避難場所までの⾏き⽅や、その途中にある危ないと

ころ、急いで逃げることができそうな⾼い建物がどこ

にあるかを確認しておくと、いざというときに慌てず

にすみます。さらに、⾝近な川にどのような危険がひ

そんでいるのか、実際に歩いて調べてみると、ますま

す意識が⾼まります。



 �毎年、⼤規模な洪⽔や⼟砂災害（⾵⽔害）により多くの尊い⼈命や貴重な財産が奪われて

います。⼀⽅、⾵⽔害は突発する地震等とは異なり事前の準備が必要です。現在、⽐較的早

い段階から⾃治体が避難情報を発令し、住⺠に避難を促しているところです。

 ⾵⽔害から命を守るには、災害が発⽣する前に迅速に避難することが⼤切です。しかし、

平成30年７⽉の⻄⽇本豪⾬や令和元年10⽉の台⾵19号では避難勧告等が発令されているにも

かかわらず、避難が遅れ多くの住⺠が犠牲になりました。

 関係機関から発信される情報をいかに住⺠の皆様が活⽤できるかが⾵⽔害から命を守る⽣

命線です。そこで、住⺠の皆様に前もって考えていただきたいことは、⾃分が住んでいると

ころが川に近いのか、崖のそばなのか、どのような地勢であるのか、また、どのような災害

が起こる可能性があるのかを把握することです。

 そして、その時に役に⽴つ情報はどのようなものがあるのか、その情報はどのようにして

⼊⼿するのか、命を守るにはどのような⽅法があるのか、その⽅法が避難⾏動とすれば、ど

のタイミングでどこに逃げるのかを考えておくことです。

 同じ区域に避難勧告が出ても、家は⾼台にあるのか平地にあるのかで事情が異なります。

また、川に近いか崖に近いか避難所に近いかの条件でも違います。⼈それぞれの現況に応じ

た対応を指⽰することは不可能です。いつどう動くかは個⼈の判断となります。

 ⾵⽔害によって⼤きな被害が報道され、毎回のように「こんなことは、この地域に数⼗年

住んでいて初めてだ。まさかこんなことになるとは夢にも思わなかった」といったコメント

を⽿にします。

 いざという時の備えを普段から⾏っておき、激しい現象が予測されるときには躊躇せず早

めの⾏動をとる。そのためには、防災マップ（ハザードマップ）を家族で情報共有し、しっ

かりと備えることが⾵⽔害対策の要諦です。

いざ！という時に備え、「ハザードマップ」を確認しましょう！
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